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＜大学の動き＞

平成5年度国立学校施設整備事業の決定

平成5年度国立学校施設整備事業のうち 本学関係分は次表のとおりである。

部 局 名 十件造・階 面積 備 ョ~－

基礎物理学研究所研究実験械 SR 5-1 3,330 m2 

文・教 ・法・経済学部校舎 R 3-1 2,750m2 

SRは鉄骨鉄筋コンクリート機造
理 学 部 校 舎 （Il JU]) SR 5-1 5,440 m2 

Rは鉄筋コンクリート構造
病院基幹整備 （特高受変電，焼却炉） 一 式

5-1は地ヒ51精地下 1lli'i 
人間・環境学研究科 （Jiil文調作） 主に

放射線生物研究センター研究械 SR 5-1 l,070m2 

ウイルス研究所研究械 R 3-1 l ,160 m2 

医 七一色 部 校 舎 (II 期） SR 5-1 4,680m2 

工 学部研究 実験棟 R 3-1 2,750m2 

霊長類研究所実験研究棟 SR 5-1 2,480m2 

fl 日i 地 区基 幹整備 式

上記事業の笑施に際し，工事周辺部におけるご協）Jをお願いします。

部局長の交替等

人間・環境学研究科長

竹市明弘人間・環境学研究科長の任期満了に伴

い，その後任として足利健亮人間 ・環境学研究科

＜紹介＞

霊長類研究所

一新しい研究組織ー

霊長類研究所が改組された。平成5年4月1日

付けで，従来の9研究部門が， 4大研究部門 (lo

分野）に統括された。進化系統研究部門 （形態進

化 ・集団遺伝 ・系統発生），社会生態研究部門

（生態機構 ・社会構造），行動神経研究部門 （思考

言語 ・認知学習 ・行動発現），分子生理研究部門

（器官調節 ・遺伝子情報）である。昨年が創立25

周年にあたる本研究所は，四半世紀の粍史をひと
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教授 （文化 ・地域環境学専攻文化・社会環境論

講座担当）が10月1白人間・環境学研究科長に任

命された。任期は平成7年9月30日までである。

つの区切りとして，いま新たな研究の展開を期し

ている。

改組lに伴い，行動神経研究部門の思考言語分野

が新設され定員地となった。思考言語分野は，大

型知人狭を主な対象として，かれらが実験室や野

外で示す高次の認知 ・運動機能を，行動，脳，そ

の他のレベルから非侵襲的手法を中心にして，総

合的に研究する分野である。

本研究所では，チンパンジーの人工言語腎得研

究を昭和51年 (1976）以来継続しておこなってき

た。その後．さまざまな認知機能の側面をヒトと

チンパンジーその他の霊長類のあいだで比較す



京大広報 1993. 10. 1 

ギニア国ボッソウの野生チンパンジーの石器使用。
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る，比較認知科学的研究が展開している。一方，

野外では，大型類人猿の生態や行動に関する継続

研究がおこなわれてきた。大型類人猿にはチンパ

ンジーとボノボ（別名ピグミーチンパンジー）と

いう 2穫のチンパンジー属，そしてゴリラ属，オ

ランゥータン属の， 3属4種がいる。そのすべて

の種について，本研究所の研究者が中心となっ

て，アフリカや東南アジアでの野外調査を推進し

ている。

また，ヒトの直立二足歩行の起源を知るうえで

重要な，チンパンジーの姿勢 ・運動に関する形態

と機能の発達研究がすすめられてきた。チンパン

ジーをはじめとする大型類人猿とヒトの遺伝的距

離についても，集団遺伝学的 ・生化学的手法に

よって，従来考えられてきた以上に両者の距離は

ノl、さいことカfわかってきた。

今回の思考言語分野の新設が大型類人猿研究の

核となり，従米推進してきた大型類人猿の研究が

さらに多面的かつ総合的に発展することが期待さ

れている。とくに本年度，類人猿行動実験研究棟

の新営が認められ，大型類人猿の実験的研究の物

的基盤の整備が進むことになった。愛知県犬山市

にある研究所敷地の東端に，地上5階地下 1階の

建物が来年度には完成する予定である。研究所が

現在保有するチンパンジー10個体にも，新しい実

験室と住居が提供されることになった。

本研究所は，その設立以来，日本の霊長類研究

のナショナルセンターとしての役割を担ってき

チンパンジーの放飼場

た。改組による 4研究部門に加え，サル類保健飼

育管理施設とニホンザル野外観察施設の二附属施

設を有している。現在保有するサル類は， 23種

833個体に達し，研究に必要なサルを自家繁殖に

よって所内生産し，野生出来のサルの導入に頼っ

ていない。来年度からは共同利用研究の一環とし

て，自家繁殖したサルをごく少数だが所外に供給

する道も拓いた。野外では，下北・ 上信越 ・木

曽 ・幸島 ・屋久島に 5つの研究林をもって，サル

を含む生態系の保護管理と，野タ同T究の基盤確保

に努めている。

共同利用研究所としての機能でいえば，全国の

研究 ・教育機関から公募によって毎年多数の研究

者を受け入れ，共同研究がすすめられている。教

育面では，理学研究科の一専攻である霊長類学専

攻の大学院生が，次代の霊長類学を担う人材とし

て，本研究所で勉学と研究に励んでいる。また，

研究所で共同研究に従事したり研究指導を受ける

顔写真をみて個体の名前をアルファベットで答えるチンパンジ一 （アイ）
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外国人の数も，年々増加の一途をたとεっている。

こうした霊長類学の総合的な研究センターは，ア

メリカのヤーキス霊長類センターなど，世界的に

もわずかしかない。今回の改組をひとつのステッ

プとして，本研究所がさらに発展し，インターナ

ショナルな研究センターとしての機能も果たすこ

＜保健コーナー＞

狭 ’じ、 症

過労死が最近問題となって，労災として認める

かどうかが争われていることがあります。休みも

なかなかとれず連日夜遅くまで仕事をしている人

が，突然倒れ死亡するというのがいわゆる過労死

と言われています。死亡の原因は，クモ膜下出血

（頭蓋内出血）及び心筋梗塞によるものが多いよ

うです。

クモ膜下出血は動脈痛の破裂によることが多

く，破裂するまで動脈摘があることはなかなかわ

からないことが多いのですが，最近は MRI（核

磁気共鳴）検査により無症状のうちに発見される

ようになりました。この検査は脳ドック（人間

ドック）の一部として行っている病院もあるよう

です。

心筋梗塞とは，心臓を養っている冠状動脈が詰

まって血流が途絶し，それより末梢の心筋が壊死

する病気です。死んでしまうのではないかという

不安を伴う激しい胸痛が20-30分も続くのが特徴

です。致死的な不整脈が起こったり心臓の働きが

落ちたりするので心筋梗塞が起これば集中治療室

で治療が必要です。

心筋梗塞は突然、起こる場合と，それまでにも症

状がある場合があります。運動した時などに，左

胸全体に重苦しい感覚や痛みが続き，休んでいる

と消えてしまうといった症状がある場合は要注意

です。例えば，パスが来ているからと走ったり，

駅の階段を上がろうとした時に息苦しくなって左

胸のあたりが痛んで，休んでいると 5分ぐらいで

症状がなくなってしまうというような人は，労作

性狭心症の可能性があります。特に，健康診断で

高血圧があるとか，コレステロールが高いとか，

糖尿があるとかいわれている人は注意が必要で

とが重要になるだろう。今回の改組を契機とし

て，本研究所の研究組織の最新の概要を紹介し

た。今後とも，霊長類の多面的な研究を通して，

学問的並びに社会的な貢献に向けて努力したい。

（霊長類研究所）

す。

労作性狭心症は，冠状動脈に動脈硬化などで狭

くなった部分ができ，運動すると必要な酸素量が

不足し，胸痛が出ます。つまり胸痛は，心臓が

「酸素が欲しいよ」といっているサインです。安

静時には心電図は異常なく，運動すると心電岡に

変化が出てきます。トレッドミルという検査方法

があります。動く歩道のようなベルトの上に乗っ

て歩いてもらって心電図をとります。 3分毎にベ

ルトの速さと傾きが強くなります。心電図に変化

が出るようなら，さらに精密な検査が必要で、しょ

つ。
薬による内科的治療は血管拡張剤が主となりま

す。更硝酸斉！Jやカルシウム指抗薬などです。発作

が起こればニトログリセリン錠が有効です。ニ ト

ログリセリン舌下錠を口に入れると静脈より速や

かに吸収され，冠動脈を拡張し症状がなくなりま

す。

薬を飲んでいても発作の頻度が増えたとか発作

の程度が強くなった場合には，どこの部分が狭く

なっているか検査する必要があります。肘や足の

付け根の動脈から管を入れ，冠状動脈に造影斉！Jを

入れて検査するのが冠動脈造影法です。約1時間

で終わり苦痛もあまりありません。狭窄が強けれ

ば， PTCA（経皮的冠動脈形成術）を行うことに

なります。動脈硬化で狭くなっている部分を風船

で押し開くのです。約3割に再狭窄が起こります

が，うまく行けば，症状が軽減します。PTCAが

できない場合には，足の静脈や胸壁の裏の内胸動

脈などをつかってバイパスをつける冠動脈バイパ

ス術も考えることがあります。

これを読んで思いあたる症状のある人は， 一度

内科（特に循環器内科）に相談されることをお勧

めします。

（保健診療所青田正樹）
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平成 5年度文学部博物館

秋季企画展の開催

本学文学部博物館では，下記のとおり秋季企画展「伊勢神宵文書の世界」を開催いたしま

す。本学の教職員 ・学生は無料です（職員証又は学生証を呈示）。

記

期間 10月26日（火）ー12月18日（土）

開館時間 火l磁日一土曜日 9: 30-16 : 30 

（人館は閉館30分前まで，日・月・祝日は休館）

博物館企画・総合展示室（ 1 F・2F) 
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